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2020 年 1 月 24 日 

JSAF 外洋安全委員会 

 

 

外洋安全委員会からのお知らせ 

＜JSAF 外洋合同委員会会議 2020/2/1＞ 
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1.通信 

1-1. VHF 無線通信：海上特殊無線技士（無線免許）取得援助 

 民間業者との割引契約事業（舵社主催講習会=JSAF メンバーは 10%割引）は継続。 

 

2.外洋特別規定（Offshore Special Regulations） 

2-1.改訂 

・定期改訂：主要改訂項目は「12」＊下記内容は要約されているので規定本文で詳細は確認すること 

 

 全 12 項目の内、「1,5,6,7,8」は環境配慮、「2,4,5」は現状追認。 

 その他の「3,9,10,11,12」の 5項目の改訂に特に注意。 

 

2-2.翻訳 

・全文翻訳 

 2020-2021 版全文の翻訳を発行発売（予価 2,500 円）。2020 年 3 月予定。 

・カテゴリー毎翻訳 

「モノハル 3」「モノハル 4」「1 章・2 章・6 章・付則」の翻訳版はウエブサイトに掲載。

2020 年 2 月予定。 

 

2-3.外洋特別規定解説講習会への講師派遣 

・外洋安全委員会主催の解説講習会 

 開催時期、会場が確定次第ホームページなどに掲載。 

・加盟団体（加盟団体・特別加盟団体）主催の解説講習会への講師を派遣 

 詳細は JSAF 外洋安全委員会ホームページを参照 

 http://www.jsaf-anzen.jp/1-4.html 
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3.安全航行に向けて 

3-1.安全にセーリングを楽しむために 

 2012〜2016 年の間に落水事故が相次いで発生。22012-2013 年の事故では重大な結果に至

る事故が続出し、2014〜2016 年度において大事に至る事故は無かった模様だが、自艇での

救助できていない案件も多く発生している。落水者を自艇で救助するのは非常に困難である

と言える。 

＊落水救助訓練も大切だが、そもそも落水しない訓練や準備が重要である。 

 2000 年まで外洋特別規定の運用は、日本国内では「安全検査」という名で検査員が検査

するものだった。このため、安全は与えられるもので、自分たちで考えるという意識が低い

状態が続いている。意識改革が必要である。 

＊安全は与えられるものではありません。自分たちで確立するものである。 

 

3-2.2020 安全週間 

 以下の期間に実施予定。 

・春：2020 年 4 月 11 日（土）〜19 日（日） 

・秋：2020 年 9 月 5日（土）〜9月 13 日（日） 

 

3-3.事故報告の義務化 

2019 年 4 月 JSAF 運営規則改訂 

 事故報告が義務づけられた。詳細別紙「事故報告体制構築の件」参照。 

事故報告体制構築の【趣旨】 

1.Word Sailing 規程 38に定められた MNA のインシデント報告義務を履行する為 

2.事故報告から学んだ安全処置を共有することで、事故の再発を極小化する 

＊事故報告は、審問・損害保険・海難審判などの判断材料には使われない。当事者の責任

追及を行うものではなく、事故報告体制構築の趣旨の目的達成のみに使用される。 

 

【事故報告の提出先メールアドレス】 Jiko_houkoku@jsaf.or.jp 

外洋安全委員会のメールアドレスとは異なるので注意！ 

 

【事故報告状況】外洋艇のみ：2019 年 4 月〜12 月末 

 1. 2019 年 9 月。事象：物損事故 f.外部援助による救助がなされた（沈没） 
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4.各団体へのお願い 

4-1.JSAF 外洋特別規定採用状況調査 

 レースへの採用状況、JSAF 外洋特別規定に関わる抗議・救済、審問結果の実態把握。 

 別途書類書式に従って、2019 年度（2019 年 4 月〜2020 年 3 月）の実態を提出願いたい。 

＜JSAF 外洋特別規定の採用状況調査＞ 

 提出期限：2020 年 6月 1日（月） 

 提出先：外洋安全委員会 anzen-offshore@jsaf.or.jp 

 ＊外洋特別規定に関わる抗議・救済があった場合は、抗議書と審問結果も添付。 

 

4-2.加盟団体の外洋安全委員会担当者登録 

登録担当者の確認 

＊別紙のリストが、現在の各加盟団体の登録担当者。 

・リストに間違いがある、担当者が代わった場合、担当者が未登録の団体は外洋安全委員会

へ連絡ください。担当者は必ずしも外洋安全委員会専任である必要はありません、事務

局や他委員会担当と兼任でもかまいません。 

＜お願い＞ 

＊担当者には、外洋安全委員会からの公示や案内が主にメールで送付されます。公示や案内

を担当者レベルで留めずに、各団体所属の会員に知らしめてください。 

以上 
 



普及指導委員会 レース委員会 

外洋安全委員会 医事・科学委員会 

総務委員会 

事故報告体制構築の件 

 

１． 体制構築趣旨 

ＷＳ規程３８に定められた連盟の義務を履行するため、関係規則を改定し、加盟・特別加盟団体から

の事故報告体制を構築します。また、加盟・特別加盟団に対して、事故報告から学んだ安全処置を共

有することで、事故の再発を極小化します。 

 

２． 加盟団体・特別加盟団体の報告の義務化とフィードバック 

（１） 原則として、ＷＳ規程３８に定めるＭＮＡが報告義務を負う事故以外についても、連盟への報告

を求めることとします。報告の対象となる事故詳細は、下記３、4参照。ＷＳへの報告の要否は、

常任委員会、理事会にて判断します。 

（２） 提出された報告事項は、関係委員会（レース委員会、普及指導委員会、外洋安全委員会、等）が

実施する講習会での事例紹介、及び全加盟・特別加盟団体への文書通知等により、フィードバッ

クを行います。 

 

３． 報告の対象となる事故 

（１）対象となる場面：大会期間中および大会期間中以外（練習や回航中を含む）に発生した事故。 

（２）対象となる人および艇： 

人身事故=ＪＳＡＦ会員。大会期間中は、会員以外も含めた乗員および大会運営要員。（下部団体に

所属するＪＳＡＦ会員の事故を含む） 

物損事故=ＪＳＡＦ登録艇および関連艇（大会運営艇、救助艇やコーチ艇など）。大会期間中は大会

に参加しているＪＳＡＦ非登録艇も含む。 

（３）対象となる事象：以下表の事故事象を報告対象とする。 

人身事故 ａ．死亡 

ｂ．行方不明 

ｃ．後遺障害 

ｄ．①救急車で搬送された場合 
②入院した場合 

③手術した場合 

④骨折、脱臼した場合（腱・靭帯損傷を含む） 

⑤脳振盪 

⑥医療機関で対応が必要な場合（熱中症、低体温症を含む） 

e．【外洋艇のみ】乗員が落水した場合（医療機関での処置がなされなかった場

合も含む） 

物損事故 関連

艇 

f．外部援助による救助がなされた場合（沈没、乗り上げ、曳航など） 

外洋

艇 

f．外部援助による救助がなされた場合（沈没、乗り上げ、曳航など） 

g．通常の帆走航行ができなくなった場合（ディスマスト、操舵装置の破損など） 

 

４．事故報告体制運用開始にあたっての個人情報取り扱い 

（１） 今回の事故報告体制構築は、上記 2.に記載する目的を第一義としていることから、実際の事故報

告における個人情報については、WS規程38に定める下記（a）(b)(c)のすべてに該当する場合を

除き、事故報告を行うJSAF加盟団体に対して、個人情報の提供を求めないこととする。 

（ａ）RRSを適用するイベントにおいて発生した事故 

（ｂ）MNA、WS艇種別協会の管轄内で発生した事故 



（ｃ）WS理事会により設定された事故報告システムで対象とする事故 

（２） 具体的な事故報告における個人情報の提供の要否は、下表の通りとする。 

 個人情報報告の要否 

大会期間中 要 

上記以外 否 

上表に定める「大会」は、上記（１）(a)(b)(c)の全てに該当する場合に限る。 

 

 

５．報告者および報告期限 

（１）報告者：ＪＳＡＦ加盟団体および特別加盟団体 

（２）報告期限：速報報告=事故発生即日。詳細報告=事故発生から20日以内。 

（３）報告先：ディンギー系=普及指導委員会。外洋系=外洋安全委員会。 

 

６．添付資料 

事故報告様式（速報）：事故報告の際、本様式にて報告いただきます。 

以上 
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